
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（橋桁） 

発生日時 令和６年１２月２０日 ０８時３０分頃 

発生場所 熊本県上
かみ
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港３号防波堤南灯台から真方位３０３°１,１００ｍ付近 

（概位 北緯３２°３５.１′ 東経１３０°２３.６′） 

事故の概要 プレジャーヨットNATURE
ネ イ チャ ー

 Ⅰは、航行中、マストが橋桁に衝突し

た。 

事故調査の経過 令和７年１月９日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーヨット NATURE Ⅰ、５トン未満（長さ８.６０ｍ） 

２３５－１５８６５熊本、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 マストに折損及び先端部に擦過傷、マスト架台に破損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期、潮高 約１６４cm（三

角） 

 事故の経過 (1) 本船マストが衝突した野釜大橋の構造等 

   本船のマストが衝突した場所は、野釜大橋（上天草市が管理）

の四つの橋脚のうち、大矢野島側（東側）の二つの橋脚間の中央

付近（よりも約１８ｍ大矢野島側）であった。同場所の南側に排

水管が設置されており、本事故当時、水面からの高さが約１１.３

ｍであった。（図１、写真１参照） 

図１ 野釜大橋（本船が衝突した場所付近）の構造等 

 

 

 



写真１ 野釜大橋（大矢野島西岸（南側）から撮影） 

 

(2) 本事故発生の経過 

本船（セイリングクルーザー）は、船長が１人で乗り組み、長

崎県雲仙
うんぜん

市小浜港に向かう目的で、大矢野島北部の上天草市串
くし

漁

港内のヨットハーバーを出航した。 

船長は、潮流の影響などによって、ほとんど機帆走で航行を続

け、当初の想定よりも燃料が多く減っていたので小浜港に行くこ

とを諦め、帆走で帰航を始めた。 

船長は、帰航の前に給油を行うこととし、大矢野島西部の上天

草市鳩
はと

之
の

釜
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漁港に本船を着岸させた。 

船長は、このとき、野釜島南方沖を通り、同島西方沖を北上し

て帰航しようと考えていた。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 事故発生場所概略図 

 



本船は、給油を終え、鳩之釜漁港を出航して野釜島西方沖に向

けて機走で西進した。 

船長は、野釜大橋の南東方沖に達したとき、ふと同橋を見たと

ころ、いつもより潮位が下がって橋桁の高さが十分にあるように

見えた。 

船長は、野釜大橋下方を通航した経験がなく、同橋の橋桁の高

さを知らなかったにもかかわらず、干潮時であると勘違いし、本

船のマスト頂部までの高さが約１１ｍであるが、本船が同橋下方

を通過できると思った。 

船長は、野釜大橋の下を通過して帰航の航程を短縮しようと考

え、右転して本船を北北西進させ、大矢野島側の二つの橋脚の中

央付近の橋桁が最も高くなっている場所に向けて操船した。 

本船は、向かいの潮流によって少し右舷方に圧流されながら、

約３ノットの対地速力で航行していたところ、本船のマスト先端

が野釜大橋の橋桁下部（南側）に衝突した。 

船長は、主機操作レバーを後進として橋桁から本船を離そうと

したが、マスト先端が橋桁と排水管下部の間に引っ掛かり、橋桁

から本船を離すことができなかった。 

船長は、本船を係留しているヨットハーバーの管理人に連絡

し、救援を求めた。 

このとき、野釜大橋の通行人は、海上保安庁に本船が動けなく

なっている旨を通報した。 

本船は、その後、潮位が上がって北流の潮流が速くなり、マス

ト先端が橋桁に引っ掛かった状態で、潮流を左舷に受けて傾き始

めた。 

本船は、来援した巡視艇に乗船していた海上保安官に転覆の危

険性があると判断され、同巡視艇によって、緊急措置としてマス

トを折りながら引き出され、自力で係留地に帰航した。 

(3) 船長の帆走経験に関する情報 

船長は、平成２８年本船を購入し、年１０回程度、小浜港など

で帆走を経験していた。 

(4) 野釜大橋の橋桁の高さに関する情報 

野釜大橋の橋桁の高さは、海図、公刊物等に記載されていな

い。 

本船は、写真１から、本事故当時、海面からマスト頂部までの

高さが約１２.６ｍであった。（写真２参照） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 海上保安庁到着時の写真（熊本海上保安部提供、本船

マストの高さ等を補足） 
 

(5) 架空施設への衝突事故防止に関する情報 

運輸安全委員会の地方分析集「架空施設への衝突事故防止」（運

輸安全委員会事務局長崎事務所作成、令和６年９月発行）には、

事故発生要因は橋桁や送電線に衝突した船舶が橋や送電線の高さ

を把握していなかったこと、及び再発防止策は出航前に架空施設

の正確な高さを把握した上で船体上方の余裕を確認することが記

載されている。 

分析 (1) 船長は、野釜大橋の橋桁の高さ及び本事故発生時の潮位を正確

に把握していなかったものと考えられる。なお、野釜大橋の高さ

は、公刊資料で確認することができないことから、船長が把握す

るのは困難であったと考えられる。 

(2) 船長は、本事故前、ふと野釜大橋を見て、潮位が下がって橋桁

の高さが十分にあるように見え、干潮時であると勘違いしたま

ま、目測によって橋桁下端までの高さが本船のマストの高さに対

して十分な余裕があると思い込み、本船が同橋の下方を通航でき

ると臆断したものと考えられる。 

(3) 本事故発生時の潮高は約１.６ｍであった。 

(4) 本船のマスト頂部は海面から約１２.０ｍ以上の高さがあり、本

船が衝突した野釜大橋の橋桁は海面から約１１.３ｍの高さであっ

たものと考えられる。 

(5) (1)～(4)から、野釜大橋の橋桁の海面上の高さより高い位置に

あった本船のマスト頂部が同橋桁に衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が野釜大橋の下を航行する際、船長が本船のマスト

頂部から同橋橋桁下部までの余裕を確認しなかったため、橋桁の海面

上の高さより高い位置にあった本船のマスト頂部が同橋桁に衝突した

ものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、橋や架空線などの下方を通航する際は、自船のマストの

高さ、潮位及び当該障害物の高さを調査して航行させること。  


